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はじめに


国の異なる二人の関係がうまくいく秘訣って、何でしょう？それは、正直、わかりません。ただ、私たちなりの方法は、あります。惹かれ合い、ワクワクを共有し続け、お互いを思いやり、二人の関係に深い意味を感じながら生きていくための方法です。


二人とも、過去に離婚を経験しました。同じ失敗は繰り返したくない。他の誰でもない私たち二人の組み合わせを、これからの=F 年、:F 年、できればもっと長い間、健やかで幸せで、生き生きした関係に保つにはどうしたらいい？この答えを、二人で探していくことにしました。


言葉と文学が大好きな者同士、自分達の関係を究極的に表現する方法として俳句を選んだのは、自然な流れでした。複雑な想いや意味のエッセンスを、ほんの五七五に込めることができるから。


オリジナルの俳句は、二人の合言葉です。絶妙なタイミングで引用すれば、その背景にある二人の「理解」が一瞬にして共有できる。それが俳句の魅力です。


また、松尾芭蕉などの有名な句が呼び水になって、思考が広がったり、対話が生まれたりします。例えば、「夏草や 兵どもが 夢の跡」。戦は不毛？命は儚い？五七五の奥に秘められた想いは？


そうして、考えたり話したりするプロセスの中から、自分たちのオリジナルの俳句が生まれることも、よくあります。


この本のために、私たちのお気に入り=:句を厳選しました。詠む背景となった状況や、その句が私たちにとって何を意味するのかを解説した、小さなテキストを添えています。


これらの俳句をきっかけに、国が違う者同士の関係に息づく特別な喜びや困難について…さらに重要なのは…あなた自身の特別な喜びと困難について、あなたとパートナーとの間に深い対話が生まれるなら、こんな嬉しいことはありません。


あなたがパートナーと共有するこれからの数十年間が、かけがえのない時間になることを、心から願っています。




Preface


What makes cross-cultural relationships work? We don't know. But we do know what makes ours work and what keeps it attractive, fun, caring and meaningful.


We know because we've both been in relationships that didn't work, and – not wanting to repeat past mistakes – we both decided to figure out how to keep this particular cross-cultural relationship healthy, happy and vivacious for the next few decades.


We – Yoko from Tottori and Ben from Berlin – love language and literature, so it came naturally that we started summing up some of the maxims of our relationship in the form of haiku, highly condensed Japanese poems in three short lines. They're perfect for encoding complex meaning into brief metaphors.


Once created, we'd quote these new haiku to each other in appropriate moments, sharing whole worlds of meaning with just a few words. It turned out it was kind of a secret code, because, as anyone who knows haiku will tell you, the deeper meanings are hidden, subtle, and not self-apparent.


That's why, in most haiku-books, each poem is accompanied by a little text like this: "Summer. Matsuo Basho stands on a hill overlooking a wide grassy field, the site of a famous battle." And from that vantage point, Basho wrote:
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